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〜 独立行政法人
国立病院機構 大阪医療センターの理念〜

私たち、独立行政法人国立病院機構 大阪医療センターの職員は、

　1、医療に係わるあらゆる人々の人権を尊重します。
　2、透明性と質の高い医療を、分け隔て無く情熱をもって提供します。
　3、医学の発展に貢献するとともに良き医療人の育成に努めます。
　4、常に向上心をもって職務に専念し、健全な病院運営に寄与します。

1）政策医療の推進
・�基幹医療施設としての「がん」「心・大血管疾患」「脳卒中」「糖尿病」等、
高度総合医療の実施
・HIV/AIDS先端医療の推進（近畿ブロック拠点病院）
・３次救急医療と災害医療の推進（西日本災害医療センター）
・専門医療と総合診療の充実
・医療機関の機能分担の推進と地域医療への貢献（地域医療支援病院）

2）高度先進医療への貢献
・技術開発：先進的医療の基盤となる技術の研究開発とその臨床応用の確立
・臨床研究：病因の解明、診療治療法の開発等の臨床並びにその基礎となる研究の実施
・臨床試験の推進：治験を含む臨床試験の円滑な実施とその管理・支援

3）レベルの高い医療人を育成
・卒前教育：医療系教育施設と連携した教育活動と実習生の受入
・卒後研修：初期臨床研修医及び後期臨床研修医（専修医）等、卒後の医療技術者の育成
・専門職の育成

4）情報開示と情報発信
・透明性を保った情報の開示・発信

〜理念に基づいた病院の基本方針〜
  独立行政法人  国立病院機構  大阪医療センターの診療・研究・教育方針  

講 演 会 の ご 案 内
開催日時 件　　名 内　　容 対象者

令和元年10月26日（土）
14：00～16：30 第68回おおさか健康セミナー テーマ：認知症と難聴について

担当：耳鼻咽喉科 一般市民

令和元年10月27日（日）
13：00～16：00 知ってはる？脳卒中！ テーマ：予防や救急治療などについて

担当：脳卒中内科
一般市民及び医師
及び医療従事者

令和元年11月16日（土）
15：00～17：30 第48回法円坂地域医療フォーラム テーマ：未定

担当：総合診療科
医師及び
医療従事者

令和2年 2月 8日（土）
15：00～17：30 第49回法円坂地域医療フォーラム テーマ：未定

担当：緩和ケア内科
医師及び
医療従事者

開催場所 大阪医療センター　緊急災害医療棟3階講堂	 アクセス 地下鉄谷町線・中央線「谷町4丁目」駅⑪号出口すぐ

問　合　せ 地域医療連携室（電話：06−6946−3516）

●正しく
●品よく
●心をこめて

新 任 及 び 退 職 医 師 の お 知 ら せ
新任医師 退職医師

異動年月 職　　名 氏　名 異動内容 異動年月 職　　名 氏　名 異動内容
2019/ 7/1 耳鼻咽喉科医師 武田　和也 採用 2019/5/10 麻酔科医師 桐山　有紀 育児休業

2019/ 7/1 整形外科医師 髙嶋　和磨 採用 2019/5/21 感染症内科医師 来住　知美 退職

2019/ 7/1 整形外科医師 名倉　温雄 採用 2019/5/31 麻酔科医師 西村　暢征 退職

2019/ 7/1 外科医師 高橋　佑典 採用 2019/6/ 7 総合診療部医師 小笠原充幸 退職

2019/ 7/1 眼科医師 橘　　依里 採用 2019/6/30 集中治療部長 木下　順弘 退職

2019/ 8/1 皮膚科医師 池田　　彩 採用 2019/6/30 手術部長 榊　　雅之 退職

2019/10/1 婦人科医師 赤木　佳奈 育児休業復帰 2019/6/30 耳鼻咽喉科医師 大西　恵子 退職

2019/10/1 麻酔科医師 桐山　有紀 育児休業復帰 2019/6/30 整形外科医師 黒田　泰生 退職

2019/10/1 救命救急センター医師 中倉　晴香 採用 2019/7/31 皮膚科医師 原田　　潤 退職

2019/8/ 1 麻酔科医師 中西裕貴子 育児休業

2019/8/31 小児科医師 五味久仁子 退職
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　本年 6月 1日より、脳卒中内科科長を拝命いたしました山上　宏（やまがみひろし）で

ございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　私は1993年に浜松医大を卒業し、大阪大学旧第一内科に入局しました。星ヶ丘厚生年金

病院（現星ヶ丘医療センター）内科医員、国立循環器病センター内科脳血管部門レジデン

トとして研修し、大阪大学大学院病態情報内科学で博士号を取得後、神戸市立医療センタ

ー中央市民病院　脳卒中センター医長を経て、2012年より国立循環器病研究センターに赴

任し、2016年より同センター　脳卒中集中治療科医長として勤務して参りました。今回、

大阪大学神経内科　望月秀樹教授のご推挙を賜り、伝統ある国立病院機構大阪医療センタ

ーで診療科長としての大役を仰せつかりました。専門は脳卒中全般ですが、特に急性期治

療と脳血管内治療を中心とした診療と研究を行ってまいりました。

　脳卒中は日本人の死因の第 4位であり、さらに命が助かっても後遺症のために日常生活

に支障を来し、寝たきりになってしまうことも少なくありません。超高齢社会を迎えたわ

が国において、高齢の脳卒中患者さんはまだまだ増加することが予想されています。この

ような状況にあって、脳卒中医療で重要なのは「予防」と「急性期治療」です。

　予防においては、高血圧や糖尿病、脂質異常症など動脈硬化危険因子の管理、心房細動

に対する抗凝固療法などが充分に行われれば、脳卒中の発症率は半減するといわれていま

す。また、急性期治療ではtPA静注療法に加えて、近年脳梗塞に対するカテーテル治療が目

覚ましい進歩を遂げており、これまでは寝たきりになっていた重症脳梗塞の患者さんが、

後遺症なく退院されることも珍しくなくなりました。

　国立病院機構大阪医療センターでは、これまでも脳卒中内科と脳神経外科が協力して脳

卒中診療にあたってましたが、今後はさらに積極的に取り組んでまいります。脳卒中を疑

う緊急患者がいらっしゃいましたら、当院の脳卒中ホットライン【06-6946-3543】へ24時間

365日いつでもご連絡ください。また、原因不明の脳卒中の精査や再発予防治療、頚動脈・

頭蓋内動脈狭窄症などに関するご紹介は地域医療連携室の方へご紹介頂ければ幸いです。

　大阪を、脳卒中にならない街、脳卒中になっても困らない街にするため、全身全霊を傾

けて努力して参ります。

独立行政法人  国立病院機構  大阪医療センター

脳卒中内科科長　山上　宏

脳卒中内科科長
就任のご挨拶



4 October 2019

(24 )
06-6946-3543

8:30 17:15

TEL : 06-6946-
:308

3516 ( )

FAX : 06-6946-3517 ( )



5October 2019



6 October 2019

　第66回おおさか健康セミナーを、2019年4月

20日午後2時から大阪医療センター災害医療棟3

階の講堂で開催致しました。今回は『もっと知ろ

う！緩和ケア』と題して、ケアサポートチームの

多職種メンバーで担当致しました。

　緩和ケアに対する認知度は低く、日本ホスピ

ス・緩和ケア研究振興財団が日本国内の男女

1000人を対象に2012年に行った調査では、ホ

スピスへの認知度は6割であったのに対し、自宅

でも同様のケアが受けられることを知っている人

は3割、緩和ケアとは実際にどのようなことをし

ているのかまで理解している人はわずか1割ほど

という結果でした。

　また医療用麻薬に対しても、最後の手段だと考

えている人は6割に上り、寿命が縮む、中毒にな

ると考えている人も1割いることがわかりました。

　2018年に実施された厚生労働省の「平成29年

度人生の最終段階における医療に関する意識調査」

によると、終末期における医療・療養についてこ

れまでに考えたことがある一般国民の割合が約6

割を占める一方で、実際話し合ったことがあるの

は4割、詳しく話し合っているのは3%にも満たな

いことがわかりました。そもそも、一般国民の

ACPの認知度はわずか3%で、約75%の人は聞い

たことすらないのが現状でした。それを反映して

か、日本ホスピス・緩和ケア研究振興財団の調査

O s a k a  N a t i o n a l  H o s p i t a l  N e w s病院のトピックス

第66回 おおさか健康セミナー開催報告

国立病院機構 大阪医療センター　緩和ケア内科医員　相木 佐代

おおさか健康セミナー

14：00～16：302019年4月20日 土日 時

会 場 国立病院機構 大阪医療センター 緊急災害医療棟3階 講堂

座 長講 演 内 容

第1部

第66回

第2部

第3部

第4部

いただいた質問に回答します。
時間の関係上、全ての質問にお答え出来ない場合がございますのでご了承ください。質問に対する回答

次回開催予定 2019年8月24日（土）〈下部消化管外科〉
国立病院機構 大阪医療センター 地域医療連携室 衣斐
TEL 06-6942-1331（代）

お問い合わせ

もっと知ろう！ 緩和ケア講演  メインテーマ

相木 佐代国立病院機構 大阪医療センター
緩和ケア内科 医師

緩和ケアってなぁに？ ～痛みや苦痛を和らげるために～

久田原 郁夫国立病院機構 大阪医療センター
臨床腫瘍科 科長

仲野 宏紀国立病院機構 大阪医療センター
薬剤師

医療用麻薬（モルヒネなど）ってどんなお薬？

井出 恭子国立病院機構 大阪医療センター
がん性疼痛看護認定看護師

痛みについて伝えよう、話し合おう

井出 恭子国立病院機構 大阪医療センター
がん性疼痛看護認定看護師

これからのことを話し合おう

参加費無料申込不要
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で、自宅で過ごしたいし実現可能だと思う人が3

割以上いたのに対し、実際自宅で見取りを迎えた

のは1割程度にすぎないことがわかっています。

　このような視点から、緩和ケアとは具体的にど

んなことをしているのか、当院ではどのようなサ

ポートが受けられるのか、医療用麻薬とはどんな

薬なのか、今後の話し合い方のヒントなど、主に

がんを中心に診断期から看取りに至るまでに課題

となるテーマを取り上げました。

　第1部の「緩和ケアってなぁに？」では、相木

から、緩和ケアという言葉を聞いたことがない方

でもイメージしやすいように、がんを例にとって、

それぞれの状況に応じてどのように関わるのか具

体的に例を挙げながらお話ししました。ほとんど

の方が、緩和ケアという言葉を耳にしたことが

あったので、緩和ケアは終末期だけのものではな

く、治療を頑張るためのサポートも行っているこ

とや、家族ケアも緩和ケアの一環であるという

メッセージをお伝えしました。

　第２部では「医療用麻薬ってどんなお薬？」と

いうテーマで、緩和薬物療法認定薬剤師であり、

ケアサポートチームの専任薬剤師でもある仲野薬

剤師から、国内の意識調査を踏まえて、患者・家

族が抱きやすい不安がほぐれるように、効果と副

作用、誤解について丁寧に説明をさせていただき

ました。

　第3部と第4部は、がん性疼痛看護認定看護師

で、ケアサポートチーム専従看護師であるの井出

副師長から、「痛みについて伝えよう、話し合お

う」「これからのことを話し合おう」と題して、痛

みを医療者や家族に伝えるコツやその大切さにつ

いて、そして人生の最終段階だけでなく、日頃か

ら大切にしていることや価値観を共有しておくこ

との大切さとポイントについてご紹介させていた

だきました。

　当日は、院外103名、院内5名、計108名と多

くの方々にご参加いただき、幅広いご質問をたく

さん頂戴いたしました。ありがとうございました。

　個別性の高い分野であり、限られた時間の中で

は具体的なところまで踏み込んでお話しすること

が出来ず、少し物足りなさを感じた方もいらっ

しゃったようですが、私たちが伝えたかった、診

断時からの緩和ケアの必要性と、苦痛や将来につ

いて話し合う事の大切さについては、ご理解いた

だけたのではないでしょうか。

　大阪医療センターケアサポートチームは、外

来・入院を問わず、治療経過に合わせてきめ細や

かな支持療法・緩和ケアが提供できるように、多

職種や施設間の連携を強化し、日々知識の向上に

努めながら、チーム一丸となって精進してまいり

ます。

　最後に本セミナーの企画、運営に協力していた

だいた職員の皆様、そしてご参加いただいた皆様

に深謝申し上げます。
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　地域の病院、診療所の先生方におかれましては、

平素より当院との地域医療連携にご協力いただき

ありがとうございます。

　当院では、先生方との連携強化を図るために、

『病診連携医制度』を設けておりますが、このた

び、2019年6月より当院ホームページ内に『連

携医療機関のご紹介ページ』を作成いたしました。

　本ページでは、診療科と地域から、またはフ

リーワードで検索していただけますので、患者さ

んが簡単に連携医療機関を見つけることができま

す。医療機関情報は、各施設が厚生局へ届出され

た情報により定期的に更新してまいります。また、

各医療機関のページでは、写真（2枚まで）やコ

メント（全角100文字以内）を掲載することも可

能ですので、ご希望の先生は下記までご連絡くだ

さい。また紹介ページへの掲載を希望されない場

合も、その旨ご連絡ください。

　また、当院の病診連携医に新たに登録を希望さ

れる先生には、下記までご連絡いただけましたら、

『連携医制度要網・申込書』をお送りします。手続

き完了後に『大阪医療センター連携医証書』を郵

送いたします。なお、当連携医制度への登録に関

しては、特別な条件や費用の発生はありません。

　今後とも地域連携にご協力を賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。

お問い合わせ先：地域医療連携室
TEL：06-6946-3516
MAIL：408-comonh@mail.hosp.go.jp

O s a k a  N a t i o n a l  H o s p i t a l  N e w s病院のトピックス

連携医療機関ご紹介ページ作成のご案内

国立病院機構 大阪医療センター　地域医療連携推進部長　巽 啓司
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診療科、地域を選択し、
医療機関名をクリック！

大阪医療センター　連携医療機関のご紹介
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臨床研究推進室　瀬野　千亜紀

　臨床研究推進室では毎年「くすりができるまで

の道のり」というテーマで、「治験」が厚生労働省

から薬として承認してもらうために行われる「試

験」であること、薬が誕生するまでの流れ、CRC

の活動内容など、広く治験について知ってもらう

ことを目的としたブースを出しています。 

　参加者にこんな薬があったら良いなと思うもの

を記載してもらう「あったらいいな、夢の薬」

コーナーでは、小さな子どもが書いたのか「まほ

うつかいになれるくすり」「そらをとべるくすり」

などかわいらしい薬から、「頭がよくなる薬」「花

粉症が一発で治る薬」のような現実的な薬まで80

以上の夢の薬が集まりました。当室のブースはち

けん君(日本医師会治験促進センターのキャラク

ターです)の人気を武器に「ちけん君と一緒に写真

撮影」には70名ほど、「ちけん君と◯×クイズ」

には30名ほどの小さな子どもから中学高校生まで

に参加してもらい、楽んでもらうことができまし

た。「薬はこんな風につくられるんですね」とパネ

ルやポスターをじっくりと読んでいる人もおり、

治験を知ってもらういい機会になったと思います。

参加者から将来CRCの職に就く方がいることを

願っています。

　治験はまだまだ知らない人も多いので、これか

らもこのイベントに参加して、一緒に盛り上げて

いきたいと思います。

O s a k a  N a t i o n a l  H o s p i t a l  N e w s病院のトピックス

アドベンチャーホスピタル2019
in 大阪医療センター　2019.6.23（日）

　毎年恒例のアドベンチャーホスピタルを6月23日
（日）に開催いたしました。アドベンチャーホスピタル
は、病院の診断から治療まで体験できる当院開催のイ
ベントです。各部署のブースでは様々な体験・展示を
行っており、将来、医療職を目指す中学生・高校生を
はじめ、近隣住民の方など多くの方々に参加して頂い
ています。今回は、臨床研究推進室・臨床工学室・臨
床心理室での体験・展示について、報告いたします。
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臨床工学室　町屋敷　薫

　臨床工学室の体験内容は子どもたちにガウンを

着てもらい、人工心肺装置、人工呼吸器、補助循

環装置の操作および説明を行いました。

　受付では人工呼吸器を使って本物の豚の肺に換

気をさせています。実際に肺が膨らむ様子や、換

気を停止した時の状態など、リアルに自分の目で

確認できてとても好評でした。受付を済ませた子

どもたちはガウンを着て、すっかりミニ臨床工学

技士となり、普通の生活では、まず見ることのな

い人工心肺装置を無邪気に操作して、とても楽し

んでいました。その他、人工呼吸器設定における

一回換気量や呼吸回数の関係など、少し難しい内

容になると引率の親御さんも興味津々で話を聞い

てくださり、両方が楽しめるイベントになったと

思います。 

　受付の人工呼吸器のデモンストレーションでは、

医師や看護師、さらには看護学校教員の方々にも

興味を持っていただき、呼吸器設定の変更が実際

の肺にどのような影響を与えるのか、また無気肺

がどんなもので、どのように発生するのかを真剣

に試されている姿も見受けられました。「頭で理

解していることが視覚的に確認できるので、非常

に有用であった。」と多くの感想をいただきまし

た。高校の先生方の参加も多く、お話を聞くと、

「最近、臨床工学技士養成校への進学を希望する

生徒が多い」とのことでした。学校で臨床工学技

士の魅力を存分に伝えていただけると嬉しく思い

ます。

　私自身も、休憩時間には他部署の催しを見学し、

一部は業務を体験することができました。普段は

ほとんど関わることのない職種の業務内容につい

て説明を受けたり、いつもはDrが実施している手

技をシミュレーターを使用して体験することが出

来ました。他職種が担う仕事の重要性や難しさを

知ることができる非常に良い機会となりました。

　病院には、医師や看護師以外にも様々な職種が

存在して、協働しながらチーム医療を実践してい

ることを知ってもらえるとても素晴らしいイベン

トだと思いました。
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臨床心理室　森田　眞子

　臨床心理室では心理士の仕事を紹介する展示と

共に、「臨床心理士体験」として、心理士の仕事の

1つである心理検査を体験してもらいました。と

はいえ、実際にある自記式の心理検査を“模した

もの”を用いて、自分の性格特性を把握すること

に取り組んでもらいました。定員32名のところ、

38名（うち2名は見学の保護者）の方々がご参加

下さいました。

　終了後の感想としては、「当たってると思った」

「面白かった」「自分では知れない面も知れてよ

かった」「普段は忙しくて自分を振り返る機会もな

いけど、こうして振り返れてよかった」と概ね好

評でした。ほんの少しですが、自分自身を客観的

に見つめる時間をもってもらえたかと思います。

　臨床心理室ではここ何年か同じ出し物でやらせ

て頂いていますが、去年も体験したというお子さ

んが今年も来られていて、「同じ心理検査でもまた

自分が変わってるだろうから」と心理検査にとて

も興味を持って参加して下さったようで、色々質

問もして下さいました。当院のアドベンチャーホ

スピタルも回を重ねていく中で、地域の子ども達

とのつながりも深まっているのかなと感じる経験

でした。 

　スタンプラリーのクイズの文言がちょっと難し

かった小学生のお子さんに、保護者の方が説明し

て下さっているのを耳にしましたが、ここ何年か

で非常にカウンセリングやカウンセラー、心理士

への理解も浸透してきているように思われ、嬉し

く思うと同時に、今後も期待に応える働きをして

いかねば、と気持ちが引き締まりました。こころ

の時代と言われて久しいですが、将来、こころの

ケアの専門家を目指すお子さんが増えてくれると

いいなと思います。 
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その他の様子
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469人の方々に来場頂きました。
お疲れ様でした！
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NHO PRESS ～国立病院機構通信～について
　大阪医療センターは、国立病院機構（NHO：National Hospital Organization）という141
の病院からなる国内最大級の病院ネットワークの病院です。
　国立病院機構（NHO）という病院ネットワークが、どのようなグループでどのような活動をし
ているのかを紹介する『NHO PRESS～国立病院機構通信～』を発行しています。
　ホームページに最新号と過去のものを掲載していますので、ぜひご覧になってください。「NHO 
PRESS」で検索してください。

QRコード

NHO PRESS 検 索

脳卒中・循環器疾患におけるホットラインのご案内
　当院では、主に救急隊からの脳卒中・循環器疾患による患者搬送を受け入れできるよう、脳卒
中・循環器ホットラインを設置しておりますが、本ホットラインは救急隊からの要請に限定した
ものではなく、広く各医療機関様からのご連絡も24時間お受けできる体制を取っています。
　貴院かかりつけ患者様あるいは救急搬送された患者様で、脳卒中・心臓・大血管疾患の急変等
が起こった際の搬送先として、当院のホットラインをぜひご活用ください。

循環器ホットライン 06-6946-3544
循環器疾患24時間対応します。

脳卒中ホットライン 06-6946-3543
脳血管疾患24時間対応します。

医師及び消防局救急隊からの電話に限ります。

独立行政法人 国立病院機構

大阪医療センター
〒540-0006 大阪府大阪市中央区法円坂2-1-14　TEL：06-6942-1331（代）



交 通 の ご 案 内

至京都

N

阪急宝塚線

至岡山

弁天町

大
正

大阪港 難波

心斎橋

本町

四
ツ
橋
線

御
堂
筋
線

堺
筋
線

西
九
条

西
九
条

谷
町
線

千
日
前
線

堺
筋
線

谷
町
線

中央線

至
生
駒

至南巽
近鉄奈良・大阪線

JR関西線

阪急神戸線

JR神戸線

阪神本線

阪
急
千
里
線 至東京

新幹線

JR東西線

京
阪
本
線

JR京都
線

JR

地下鉄

私鉄

大阪

新大阪

天王寺

森ノ宮

長堀鶴見緑
地線

  京阪中之島線  京阪中之島線

大阪城大阪城

中之島中之島 天満橋天満橋
Ｊ
Ｒ
環
状
線

Ｊ
Ｒ
環
状
線

阪
神
な
ん
ば
線

阪
神
な
ん
ば
線

独立行政法人 国立病院機構

大阪医療センター

近
鉄
南
大
阪
線

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

南
海
高
野
線

阪
堺
線

南
海
本
線

阪堺
上町
線

阪堺
上町
線

上
町
筋

谷
町
筋

地
下
鉄
谷
町
線

至天満橋

難波宮跡

至天王寺

大阪城
府庁

府警

第2合同第4合同
NHK

法円坂ランプ 森之宮ランプ
阪神高速道路
中央大通

地下鉄中央線

谷町四丁目
1

2 2

独立行政法人
国立病院機構
大阪医療センター

1 2地下鉄「谷町4丁目」11番出口 市バス「国立病院大阪医療センター」

淀
屋
橋

北浜北浜

谷町四

■ 地 下 鉄 谷町線・中央線「谷町４丁目」駅下車　⑪番出口すぐ

■Ｊ　Ｒ 大阪環状線「森ノ宮」駅下車、地下鉄中央線乗り換え
「谷町４丁目」駅下車　⑪番出口すぐ

・阪神高速　13号　東大阪線
▼環状線経由の場合
　「法円坂」出口　上町筋を右折すぐ
▼東大阪方面からの場合
　「森之宮」出口　中央大通り直進、上町筋を左折すぐ
・上町筋と中央大通りの交差点の南西角
・お車の出入口は上町筋です。

■ バ　ス 市バス「国立病院大阪医療センター」下車

■ マイカー・タクシー


